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所属・役職 

神戸国際大学 副学長・経済学部教授 

デジタル庁 オープンデータ伝道師 

元神戸市企画調整局 ICT連携推進担当部長 

 

活動拠点 兵庫・神戸を含む全国 

略歴 

1984年 神戸市役所採用 

1997年 大阪大学大学院国際公共政策研究科前期博士課程修了 

2019年 兵庫県立大学大学院応用情報科学研究科後期博士課程修了 

2021年 神戸国際大学経済学部教授（PhD.応用情報科学） 

2022年 デジタル庁「オープンデータ伝道師」 

2024年 神戸国際大学副学長 

こんなことを 

相談できます 

① 自治体 DX の推進（オープンデータ・EBPM・スマートシティ・生成 AI 活用人材育

成） 

・EBPM・生成 AIを活用した政策立案・自治体 DX推進計画の策定支援（複数の政令指

定都市レベルの実績あり） 

・地域 DX人材の発掘・育成・活用に向けた実務的な支援 

・官民オープンデータ・ビッグデータの活用施策の相談 

・シビックテックとの協業アプローチ 

・スマートシティ実現に向けた計画策定と推進ノウハウの提供 

② 防災・震災デジタルアーカイブ・ICT活用 

・ICTを活用した震災伝承教育・震災アーカイブ活用についての相談 

・自治体職員向け災害対応ロールプレイ研修・BCP策定の支援 

自治体向け 

メッセージ 

自治体は DXや生成 AIをどのように利活用・推進すべきか、庁内で一体的に推進する

ノウハウや人材育成手法について、元実務者（神戸市企画調整局 ICT連携担当部長）

としてお手伝いできます。DXやスマートシティ社会は地域のデジタル人材の発掘・

育成・活用が鍵です。 

現在、大学にて文系学生をデジタル人材として育成した実績が多数あり、ICTで地域

貢献する人々（シビックテック）や地域のデジタル人材を育てるお手伝いも可能で

す。 

 

＜主な専門分野＞※特に得意とする専門分野を３つまで掲載 
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＜地域情報化に関する実績＞ 

 

1984年 神戸市採用。1995年 日本初の自治体 WEBで阪神・淡路大震災の被害状況を発信。1997年 大阪大

学大学院国際公共政策研究科前期博士課程修了。 

2012年 総務省・国会図書館「東日本大震災アーカイブ利活用 WG」推進座長。2014年 神戸市オープンデー

タ開設。2016年 日本初の行政職員・市民向け研修「データアカデミー」主宰。 

2019年 内閣官房 IT総合戦略室「オープンデータ伝道師」就任。2021年〜 神戸国際大学経済学部教授

（PhD.応用情報科学）。 

2022年〜 デジタル庁「オープンデータ伝道師」。2024年〜 神戸国際大学副学長。 

著書に「シビックテックイノベーション」（2017年・インプレス R&D）、「ポストコロナ時代のイノベーシ

ョン創出」（2023年・中央経済社）等 


